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③ 精神科病棟における入院患者の 1 日の行動および滞在場所の分析から患者の類型化を行っている。その結果、
様々な属性を持つ患者をいくつかのタイプに分類している。さらにそれぞれの患者属性と患者行動との関係を
分析し、入院生活における拠点としての病室およびデイルームの重要性を指摘している。
④ 性別、年齢、入院期間、面会の頻度、趣味の有無、といった患者の属性と患者行動との関係の分析を通し、精
神科病棟の計画に関して、病棟内に様々な活動のための多様な空間を用意すること、患者の高齢化への対応を
考慮すること、入院患者が社会との繋がりを感じられるような施設配置の工夫をすること等を提案している。
⑤ 喫煙室において、利用者数や滞在時間等の実態を明らかにし、さらに到着間隔分布や滞在時間分布を基に待ち
行列理論を適用することにより、適正座席数の算出が可能であることを示している。
⑥ 精神病院および一般病院の外来待合及びエントヲンスホール等において、待ち人数の時刻変動や座席利用等、
外来の利用実態を明らかしている。外来における患者行動と空間構成との関係から、精神病院の外来計画のあ
り方について考察を行い、待合の空間構成の工夫により、様々な待ちの空間を用意することが有効であること
を指摘している。
以上のように、本論文は精神医療施設における空間構成に関して、患者の多様な属性から生じる様々な患者行動を
基に考察、提案が行われており、今後の精神医療施設の共用空間のあり方に有効な示唆を提示している。よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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